
令和7年度策定　出水校区社協行動計画書 出水校区社会福祉協議会

基本理念 基本目標 分野 福祉課題 福祉課題の実情 具体的な取り組み（条件づくり） 校区社協としての取組

高齢者の孤立防止や
社会参加と健康・
体力の維持

○高齢者が歩いて行ける範囲に気軽に集える場所が少ない

○自らの体力維持に関心が薄い人が多い

○人との接触を好まない高齢者への声かけがむずかしい

認知症高齢者の理解 ○認知症に対する知識が乏しく認知症高齢者への接し方がわからない

高齢者の生活課題

○全国で詐欺などの犯罪被害が増加している

○生活意欲が向上するような趣味や楽しみを持たない高齢者が多い

○スーパー等の店が遠いなど免許返納後は移動手段の確保が難しい

障がい児・者への
理解を深める

○障がいに対する知識が乏しく障がい児･者への接し方がわからない

こども、子育て家庭の
見守りと支援
（孤立と貧困・人権）

○知らない人の声かけには応じないという教育があり挨拶をしても
　返事がない

○行事を企画しても参加者が少なく、保護者も手間のかかる役割を
　避ける傾向がある

○こどもの遊び場や居場所、就学前の親子が気軽に集える場所が少ない

○孤立している子育て世帯の支援がむずかしい

○地域全体で子供と子育て家庭を見守る意識づくりを進める
　（見守りボランティア・一斉清掃・防犯活動参加などを通して
　　ゆるやかな見守りを心掛ける）

○子育て世代が孤立しないよう、交流とつながりの場を作る
　（子育てサークル「わんぱく広場」・かるた大会など）

○自治会長と民生委員･児童委員の情報共有、市役所・関係機関及び小学校
　との連携を強化する

〇子育てネットワーク会議の活用

平常時における災害の
備えと体制づくり

○家庭内の備蓄食料の確保ができていない

○避難経路における危険個所の把握や避難訓練ができていない

○要配慮者の把握と避難支援方法の構築ができていない

災害時における避難 ○在宅避難をする場合に情報や支援物資が届くか不安がある

環境や治安
（ゴミステーション・
　騒音トラブル・
　空き地・空き家・
　ゴミ屋敷）

○ゴミ出しルールが守られていない

○ゴミがカラス等に荒らされ不衛生である

○タバコの吸い殻や空き箱等路上へのポイ捨てが多く見られる

○店舗駐車場の車両はみだしや路上駐車がひどく危険を感じる

○空き家・空き地の有効活用ができないか

○空き家・空き地が増え防犯上の危険性を感じる

地域団体とまちづくり

○マンションの増加や町内近隣への無関心者が増え、地域行事への
　参加者減少によるイベントの衰退、町の活気減少を感じる

○外国人居住者増加に伴う不安

○地域団体役員のなり手がいない

○日頃からのあいさつ・声掛けに
　よる地域住民間の関係づくり

○町内間連携による気軽に集える
　居場所づくり

○地域住民の生活変化への気付きと
　ニーズの掘り起こし

○校区社協による勉強会の開催
　（認知症・障がい・防災意識）
　※民生委員･児童委員、関係機関、
　　小学校との連携

○障がいに関する相談窓口の周知

○子育て支援ネットワーク会議の
　活用等による連携強化

○年代や障がいの有無を問わない
　多世代が交流できるイベント等
　の開催

　
○避難行動要支援者名簿等の活用に
　より日頃から自主防災組織活動を
　確認し、自治会等との連携による
　避難訓練等の実地訓練に努める

　
○「熊本市ふれあい収集」の周知
　と活用
　※「ふれあい収集」とは･･･
　　ごみをゴミステーションまで
　　出すことが困難な方に対し、
　　玄関前まで収集に来てもらう
　　もの（対象要件あり）

○老若男女広く地域住民へ情報が
　届く効果的な情報発信と集いの
　場での情報提供

○ポータルサイトの有効活用
　・アクセス方法の周知
　・興味を引く見せ方の工夫
　・ゴミ出しルールの周知
　・防災に関する情報の提供

○市役所・関係機関・小学校との
　連携
　・保健こども課
　・福祉課
　・まちづくりセンター
　・総務企画課
　・ささえりあ
　・障がい者相談支援センター
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○定期的な備蓄食料の確保など防災意識の維持につながるイベント等の開催

○ハザードマップを基にした「出水校区マイタイムライン」の整備
　（避難場所・避難所等の確認）

○避難行動支援者名簿等を活用した災害時における自主防災組織活動の確認

○町内ごとの定期的な避難訓練等の実施
　（危険個所、避難経路及び方法の確認）

○校区防災士との連携による避難所運営等の検討

○市が発出する災害情報の伝達

○災害後も、孤立防止に向けた見守り活動の継続に努める
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○ゴミ出しルール表示版への掲載やポータルサイトによる情報の提供

○防カラスネットや折りたたみ式ごみ箱設置の推進

○水前寺公園交番連絡協議会等での情報共有
　（交通ルール等）

○警察と連携し、最新の詐欺手口や自転車盗難などに関する情報の提供

○市との連携により空き家対策に努める
　（情報提供と情報収集）

○生活上の困りごとを把握し、自治協・ささえりあ水前寺・障がい者相談
　支援センターウィズ・保健こども課等の関係機関と連携して支援につなぐ
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○民生委員･児童委員・自治会・関係団体等と連携し、日頃からの声掛け
　安否確認など、日常的な見守り活動を継続・強化する

○高齢者が気軽に参加できる小規模で身近な交流の場（百歳体操・各種
　サロン・いきいき教室など）を設け、気軽に集える居場所づくりとする

○地域住民の声を聴くことでニーズを掘り起こし、今ある福祉制度や相談
　窓口の情報を提供し、困りごとが早期に相談できるようにする

○認知症を学ぶための勉強会の開催

○障がい者相談支援センターとの連携、障がいに関する相談窓口の周知

○地域住民が障がいについて学ぶ機会や障がい者とふれあう機会をつくる

○年代や障がいの有無を問わない多世代が交流できるイベントの開催
　（いずみフェスタ・校区運動会など）


